日本略字体史研究 by 菊地 恵太
日本略字体史研究
著者 菊地 恵太
学位授与機関 Tohoku University
URL http://hdl.handle.net/10097/00125793
1 
博士論文要旨 
日本略字体史研究 
東北大学大学院文学研究科 言語科学専攻 
国語学専攻分野 菊地恵太 
 
本論は、日本における漢字字体、特に「略字」（略字体）を対象として、その使用状況に
いかなる変化が生じていたかを明らかにし、漢字字体史の通史的記述を行うものである。 
特に、従来明らかにされていなかった略字体の使用実態の歴史を把握し、非規範的世界に
おける漢字字体史の一端を明らかにすることを目的として、 
①各時代において、対象とする字種の略字体が文献上どの程度出現するか（歴史上の略字
使用の実態の把握） 
②各時代における略字体やその使用実態について、いつ頃からどのような変化が見られ
るか（使用実態の変遷過程の解明） 
③文献により略字使用に差異が見られるとすれば、その差異がどのような条件によって
生まれたものであるか（略字使用を左右する要因の考察） 
といった観点から文献調査と考察を進める。  
まず第 1部では従来の文字史・字体史研究の問題点を概観し、「字体」「字形」「書体」等
といった漢字字体に関わる概念や術語、調査対象となり得る文献について整理した。本研究
で調査対象とする文献については、印刷技術が普及し表記体系に大きな変革が齎される以
前の、手書きの時代における変化の過程を明らかにすることを優先する立場から、近世初期
（1700 年頃）を調査の下限とした。 
第 2 部では、「学（學）・挙（擧）」「釈（釋）・沢（澤）」「摂（攝）・疂（疊）」「万
（萬）・砺（礪）」等のように、字体の一部分（字体単位体）が共通した形で体系的に省画
された例を取り上げ、略字使用状況の変遷について考察した。これらは、いずれも字体の一
部の単位体が範列的に交替する類型の略字体と言える。 
それぞれの字体の変遷自体は個別的な事象であるが、これらを総括してみると、いきなり
全ての字種に略体化が及ぶのではなく、特定の基幹となる字種（例えば「釈・沢・択」等の
例で言えば「釋」の字種）から略体化の現象が漸次的に拡大するという経過が見て取れた。
また、基幹となる字種から他の字種に応用が進むようになるのは、さほど早い時代ではなく、
凡そ中世・室町時代以降であるという点も、共通点として指摘できる。則ち、範列の交替に
よる略字体が盛んに創出され使用されるようになる時期は、一概に区々であるとも言い難
く、一つの傾向を持った動態として捉えることができるのである。 
また、複数存していた略字体が、いずれか一方の字体に収斂する方向に向うという現象も、
同時に確認することができた。これは、単に書記の省力化というだけでなく、なるべく字体
表現の変種を少なくし、字体選択や習得の面においても省力化を行おうとする傾向である
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と考えられる。 
第 3 部では、書記者の位相（特に、仏家と非仏家の位相差）と略字使用の関係に着目し、
「釋」の略字として用いられる「尺・釈」、「佛」の略「仏」の使用状況の変遷を論じた。
また、これまで漠然と慣例的に「仏家の略字・略記法」と捉えられていた「抄物書」の実態
を明らかにし、いわゆる「抄物書」が極めて歴然とした位相差を持っていた仏家の使用字体
であったことを実証した。 
「尺・釈」及び「仏」の使用状況の変遷については、当初は平安・鎌倉時代において、当
該略字の使用が仏家に偏っていた（特に「尺・釈」はいわゆる「抄物書」と同等の位相差を
持っていた）が、室町時代を過ぎると非仏家の間でも多くの文献で使用が認められるように
なったことが明らかになった。つまり、平安・鎌倉時代には比較的明瞭であった仏家・非仏
家間の位相差が、室町時代を過ぎると曖昧となり、位相を問わず略字の使用が拡大する傾向
にあると言えよう。また、それと同時期に他字種へ略記法の応用が進むという現象（佛＞仏、
拂＞払）も確認できた。 
こうした点を鑑みると、室町時代中後期（15～16 世紀）という時期が、日本における略
字体史上の大きな劃期と位置づけることができようかと思われる。 
 以上から、近世以前の日本における略字使用の歴史が、 
 ①新たな字体を受容／創出する段階 
 ②略字体の模倣から脱却し字体構成の範列的な分析が為される段階（室町中期頃、略字体
史の劃期） 
 ③範列的交替による略記法の積極的な応用の段階（室町後期以降） 
という段階性を以て捉えられることを示した。 
このように、近世初期に至るまでの略字体の歴史において認められる現象は、位相差の崩
壊を伴った略字使用場面の拡大、文字使用者の字体構造に対する分析的理解の深化、それに
伴う造字能力の増大という点に集約される。その劃期が概ね室町時代中期頃にあったとす
れば、中世末期～近世初期という時代は、それ以前と比べてより自由な態度で漢字字体を使
いこなすことが可能になった時代であり、そのような状況下で使用字体の省力化・合理化が
進められていったと考えることができるのである。 
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 本論文は、日本における漢字字体史のうち、非規範的場面において用いられる筆画の減じられた漢
字字体、すなわち略字体の史的展開を明らかにしようとしたものである。全体は 5部 12章からなる。 
 第 1部 序論は、本論文の目的と方法をまず示し（第 1章）、漢字字体を考えるための基礎概念とし
ての「字種・字体・字形・書体」の再検討をおこなう（第 2章）。また、本論で調査の対象とする文
献資料の範囲を定め、そこにみられる資料群の性質を検討し、本論における考察に備える（第 3章）。 
 以上の検討をもとに、第 2部 字誌各論においては、主に漢字を構成する筆画のまとまりとして共
通部分（たとえば「学・挙・蛍」等の冠部の「ツ」形）をもつ漢字群をとりあげ、それらの字体の変
遷を、多くの文献資料を調査することで明らかにしている。まず、本来「學・擧・螢」と冠部分は異
なるが、略字体では「ツ」として共通する漢字群「学・挙・蛍」を対象とし（第 4章）、次に「釈・
沢・択」等の「尺」をもつ漢字群をとりあげる（第 5章）。また、「渋・摂・塁」（←澁・攝・壘）に
みられるような四点の繰り返し符号（「渋」の下部の四点）や「〻」の繰り返し符号を用いた略字を
検討する（第 6章）。また、「万（萬）」字における字体意識も検討しながら（第 7章）、これらの略字
がいつごろ、どのように使用が定着していくかを考察している。その結果、室町時代中後期以降に略
字体が多用されるようになることを明らかにした。 
 第 3部 位相論は、略字体が使われる社会的範囲を検討している。この点においては、とくに仏家
か非仏家かという点が大きな問題となる。この視点から「釈・（釋の略字としての）尺」（第 8章）、「仏」
（第 9章）を検討し、さらには、いわゆる「抄物書き」と称される漢字の略字体の使用範囲を考察し
ている（第 10章）。その結果、これらの略字体は強い位相性をもつ字種とさほどでもない字種が階層
的に位置づけられることを明らかにした。 
 第 4部 総論においては、以上をもとに略字体史を素描し、室町時代中後期を日本略字体史の画期
とする。また、略字体の発達過程の傾向を示し、略字体生成の段階的なモデルを構築した（第 11章）。 
 最後に第 5部 結語で本論の意義をまとめている（第 12章）。 
 本論文は、これまでほとんど検討されてこなかった日本における略字体の歴史を、きわめて多くの
文献を博捜することによって描き出し、日本略字体史の画期を明らかにしたものである。また、漢字
字体を考えるための基礎概念の検討をおこない、さらに略字体発達過程のモデルを示すなど、漢字字
体史研究の理論的基盤の構築もすすめている。この成果は漢字字体史研究、さらには文字・表記史研
究に大きく寄与するものといえ、高く評価できる。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
 
